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あらまし 協調フィルタリングに基づくコスメアイテム推薦を実現するためには，精度の高い類似ユーザ判定が重要
である．ユーザ毎の肌特徴や肌悩みは多岐にわたり，単に肌タイプによる分類では十分ではない．そこで本研究では，
ユーザに部位毎の肌特徴や肌悩みに関するアンケートに回答してもらうと共に，このユーザが過去に投稿したクチコ
ミ文書を分析することで対象ユーザの肌特徴や肌悩みに関する特徴を抽出する．そして，この部位ごとの肌特徴や肌
悩みを考慮することで，コスメアイテムの利用における高度な類似度判定手法を提案する．
キーワード コスメアイテム推薦，類似ユーザ抽出，協調フィルタリング，情報抽出，クチコミ分析

1 は じ め に
近年，各種商品やサービスを紹介するWebサイトでは，ユー
ザのクチコミを掲載しているケースが非常に多くなっている．
我々の研究対象であるコスメアイテムに関しては，@cosme1な
どがこれに該当し，多くのユーザが商品の購入を検討する際に
利用している．特にコスメアイテムは直接肌に付けるものであ
り，高価な商品も多いため，ユーザ自身の肌の状態や好みに合
うアイテムを選びたいという傾向が顕著であるものの，ユーザ
毎の好みや使用感が大きく異なるため，自分にとって真に適切
なアイテムを発見・購入することは容易でない．したがって，
類似ユーザを用いた情報推薦方式として広く活用されている協
調フィルタリングに対して，この推薦精度を向上させるために
は，個々のユーザの好みだけでなく，肌の状態や肌悩みについ
ても考慮した高精度の類似ユーザ判定手法を実現する必要があ
る．そこで本研究では，コスメアイテム推薦のための肌特徴や
肌悩みを考慮した高精度な類似ユーザ判定手法の提案を目的と
している．
ここで，一般的な４つの肌タイプの分類を図 1に示す．図 1

に示すように，一般的な肌タイプは，普通肌，脂性肌，乾燥肌，
混合肌の４タイプに分類されるが，それぞれの肌タイプの中で
も，肌の特徴や悩みはユーザ毎に多岐に渡る．適切な類似ユー
ザ判定を行うためには，これら４つの肌タイプ分類だけでは十
分とは言えない．そこで本研究では，各ユーザの肌特徴や肌悩
みに状況と，このユーザが過去に投稿したクチコミの内容の両
方を考慮した特徴ベクトルを抽出することで，図 2に示すユー
ザ 1とユーザ 2の関係のように，単なる肌タイプ分類だけでな

1：@cosme,https://www.cosme.net/

図 1 一般的に知られる肌タイプ分類

く，より詳細な類似ユーザ判定の実現を目指している．
本稿の構成は以下の通りである．2章では関連研究を紹介す

る．3章では提案手法について詳細を説明する．最後に 4章で
まとめを記述する．

2 関 連 研 究
以下に，コスメに対するクチコミの分析および類似ユーザ判

定に関する関連研究をあげ，本研究との差異を示す．先行研究
では，まず，松波らは，化粧水に関する評価表現辞書を構築し，
評価項目別スコアを活用することで任意のユーザに対する類似
ユーザ判定を提案している [1]．また，奥田らは，レビュー情報
のみで得た評価項目別スコアを用いたコンテンツベースによる
コスメアイテム推薦を提案している [2]．本研究では，部位ごと
の肌特徴や肌悩みが類似したユーザの発見を可能にすることを
目的としている．
中辻らは，ユーザが投稿したアイテムに対するレビュー上で

の，アイテムにかかる形容表現の頻度を分析し，評価アイテム



図 2 同肌タイプ内での高度な類似ユーザ発見の概要

に係る形容表現の傾向も考慮し，ユーザがアイテムに対しどの
ような感性を持って評価を下しているかを解析している [3]．本
研究では，コスメアイテムを対象としており，アイテム自体の
評価によりユーザの好みに合うか否かを推定するのみでなく，
アイテムとユーザとの肌の相性がユーザ自身にとって適切か否
かについても推定したうえで，類似ユーザの判定を行う.

Kavyashree らは，ディープラーニングを使用し，各ユーザ
の肌タイプに適した商品を予測し選択する手法を提案してい
る [4]．人によって違う肌タイプとなる上に，製品によって合う
肌状態が異なるため，最適な商品を選択することは非常に複雑
化している．AI アルゴリズムを扱うことは，このような大量
の非構造化データを評価することが可能であるため，最適であ
るとしている．本研究では，部位毎の肌質を考慮するとともに，
肌質がより詳細に類似したユーザを発見すること，よりユーザ
の肌質に合ったコスメアイテム推薦の実現を目指しており，研
究のアプローチが異なる．
山脇らは，関係性マイニングの手法を用いて 2個のアイテム
間での評価値の差が大きい選好パタンを明示的に選定し，ユー
ザ間の選好パタンの類似度を用いることで，ユーザベース協調
フィルタリングを改良した推薦手法を提案している [5]．本研究
では，総合評価ではなく，評価項目別の評価を使用し，これに
基づいたユーザのより詳細な肌質や肌悩みから類似ユーザを発
見することを目指しており，研究のアプローチが異なる．
以上のように，レビューやクチコミ分析に基づくコスメアイ
テム推薦，類似ユーザ判定のための取り組みは盛んに行われて
いる．しかし，ユーザが過去に投稿したクチコミデータに加え
て部位ごとの肌特徴や肌悩みを考慮したコスメアイテム推薦の
ための類似ユーザ発見に関する取り組みは十分に行われている
とは言えない．このような背景から，本研究では，部位ごとの
肌特徴や肌悩みを考慮することで，コスメアイテムの利用にお
ける高度な類似度判定手法を提案する．

3 コスメアイテム推薦のための肌特徴や肌悩みを
考慮した類似ユーザ判定手法
本研究における，部位ごとの肌特徴や肌悩みを詳細に考慮し
た類似ユーザの発見は以下の手順で行う．

3. 1 概 要
ユーザはプロフィールに事前に肌の特徴や肌悩みを入力す

る．このユーザが入力した情報をもとにユーザ毎に肌悩みに関
する明示的な特徴ベクトルを生成する．次に，ユーザが過去に
投稿したクチコミから部位ごとの肌特徴や肌悩みの情報を抽出
し，ベクトルを生成する．最後に，クチコミから抽出した情報
とユーザ入力から生成した特徴ベクトルを組み合わせて，部位
ごとの肌特徴と肌悩みを詳細に考慮した特徴ベクトルを生成す
る．このユーザ毎の特徴ベクトルの類似度を比較し，類似度の
高いユーザを類似ユーザとする．この類似度が高いユーザが良
い評価を付けたコスメアイテムを対象ユーザに提示させる協調
フィルタリングを行う．

3. 2 ユーザの事前入力情報から，特徴ベクトル生成
ユーザは事前に肌の特徴や肌悩みを，図 4のようにユーザの

肌の気になる部位と対応する顔のイラストの部位にチェックす
る．そののち，部位に対応する項目にチェックをつける形で入
力を行う．この際表示される項目は，部位ごとによって異なる．
ユーザには，一番気になる悩みを一つとその他の悩みを任意の
数にチェックをしてもらう．部位毎の項目は表 1に示す．この
入力情報から，図 3 のように特徴ベクトルを生成する．一番
気になる悩みを 1 として，その他の悩みを 0.5 にする．また，
チェックを付けていない箇所に関しては，全て 0とする．この
特徴ベクトルの次元数は，ユーザ毎に表 1に示した全項目数と
する．この表では全項目数は 32個あるため，ユーザ毎に 32次
元のベクトルが用意される．

図 3 ユーザの事前入力情報に基づく特徴ベクトル生成手法



表 1 部位毎の肌特徴や肌悩みの項目
部位 項目

額 脂っこい，乾燥，ニキビ，しわ，たるみ，シ
ミ，くすみ

口 口の周りの乾燥，口の周りのニキビ，口角の
しわ，唇の乾燥，唇の黒ずみ

目の周り 乾燥，しわ，たるみ，シミ，クマ，くすみ
こめかみ 乾燥，ニキビ

鼻
脂っこい，ニキビ，黒ずみ毛穴，角栓毛穴，開
き毛穴，たるみ毛穴，凸凹毛穴，小鼻周りの
赤み

頬 脂っこい，乾燥，ニキビ，たるみ，しわ (ほう
れい線)，毛穴，シミ，くすみ

顎 ニキビ，角栓毛穴，ざらつき

図 4 部位ごとの肌特徴や肌悩みに関する入力インタフェース

3. 3 ユーザの過去のクチコミに基づく特徴ベクトル生成手法
次に，ユーザが過去に投稿した現在使用しているコスメアイ
テムに対するクチコミから肌質や使用感に関する情報を抽出
し，特徴ベクトルを生成する．これは，3.2節にて述べたユー
ザが気になる部位にチェックをつける明示的な特徴ベクトルの
生成に対して，暗黙的な特徴ベクトルの生成である．主に，対
象ユーザが使用しているコスメアイテムと似たコスメアイテム
に対して，同じようなクチコミをしているユーザを発見する目
的で用いる．対象ユーザがあるコスメアイテム A に対して過
去にクチコミを投稿していた場合，コスメアイテム A に対し
てクチコミを投稿していた全ユーザの評価項目別スコアを算出
する．また，対象ユーザのコスメアイテム Aに対する評価項目
別スコアを算出する．この際，先行研究を用いて，各アイテム
の評価項目別スコアを算出している．先行研究による評価項目
は，香り，うるおい／浸透，美白／ UV，毛穴・角質ケア／高
クレンジング，爽快感／顔のテカリ防止，サラサラ～トロトロ，
低刺激，肌荒れ対策，エイジングケア，コストパフォーマンス
の 10個である．

3. 4 評価項目別辞書に基づく自動スコアリング方式
本節では，我々の先行研究である，評価表現辞書を用いた評
価項目別自動スコアリング方式について述べる．また，先行研
究を用いて，各アイテムの評価項目別スコアを算出する方法を
説明する．図 5に評価表現辞書を用いた化粧品に対するクチコ
ミの採点方法を示す．このシステムは，化粧品に対するクチコ
ミのテキストを読み込み，クチコミ中に存在する評価表現を特
定し，その評価表現を用いてクチコミの採点を行う．その後，

評価表現辞書に基づいて各評価表現にスコアを付与する．1つ
の評価項目について複数の評価表現が含まれている場合には、
それぞれの評価表現に付与されたスコアの平均値をその評価
項目に対するスコアとする. 図 5では，クチコミ中の「かなり
しっとり」の部分に「7」，「よく潤い」の部分に「5」のスコア
が付与されるため，このクチコミの評価項目「うるおい/浸透」
に対するスコアは，(7+5)/2=「6」となる．先行研究のシステ
ムは，1つのクチコミにスコアを付与するものであるが，本研
究では各アイテムに対する評価項目別スコアを使用したい．そ
こで，自動スコアリングシステムを用いてレビューごとのスコ
アを算出し，同じアイテムに対するスコアの平均値を評価項目
ごとに算出することで，各アイテムの評価項目別スコアとする．

図 5 化粧品レビュー自動スコアリング方式の例

3. 5 各ユーザの肌特徴・肌悩みに関する特徴ベクトルの生成
3.2節でユーザが事前に入力した情報から生成したベクトル

に 3.3節でユーザが過去に投稿したクチコミから生成したベク
トルを図 6のように後ろに付け加える．これを各ユーザの肌特
徴・肌悩みに関する特徴ベクトルとする．このユーザ毎の特徴
ベクトルの類似度を比較し，類似度の高いユーザを類似ユーザ
とする．
以上の手順によって生成された，ユーザ固有の部位ごとの肌

特徴と肌悩みを考慮した特徴ベクトルを生成することができる．
この特徴ベクトルを用いることで，同じ肌タイプに分類された
ユーザ同士でも，部位ごとの肌特徴や肌悩みを詳細に考慮した
類似ユーザ発見を行うことができ，より高精度な肌タイプに基
づくコスメアイテム推薦が可能になる．

図 6 各ユーザの肌特徴・肌悩みに関する特徴ベクトルの生成方法

4 予備実験計画
提案手法であるユーザの事前入力情報と評価項目別スコアを

組み合わせたコスメアイテム推薦が有用であるかを検証するこ
とを目的に予備実験を行う．被験者には，被験者には，現在使
用している，または使用したことのコスメアイテムに対するク
チコミを 100字以上で 1件記述してもらうとともに，肌の部位



ごとに一番気になる悩み一つ，その他の悩みを選択をしてもら
うアンケート形式で回答してもらった．その後，クチコミを基
に 10アイテムを被験者に提示し，提示したアイテムに対して
ユーザが購入したい順にランキングの付与を行ってもらった．
なお，対象アイテムは「化粧水」とし，推薦アイテムの内訳は，
提案手法から得た上位結果の推薦アイテムからランダムに 5個，
下位結果の推薦アイテムからランダムに 5個の合計 10アイテ
ムとした．

4. 1 肌質に基づいたベクトル生成
本節では，肌質に基づいたベクトル生成について述べる．被
験者には表 1 で提示した，部位ごとに一番気になる悩み一つ，
その他の悩みを選択をしてもらう．この選択結果に基づき，一
番気になる悩みの項目を 1，その他の悩みの項目を 0.5にした
ベクトルを生成する．
次に，@コスメより，化粧水 Aに対して 30件のクチコミを
ランダムに取得する．この際，被験者の年齢が 20代であれば，
クチコミを書いたユーザの年齢は 10代後半 30代前半まで，30

代であれば，クチコミを書いたユーザの年齢は 20代後半 40代
前半までとした．次に，化粧水 Aにクチコミを書いた 30名に
対して，それぞれの化粧水 A以外に対して書かれた過去のクチ
コミを取得し，過去のクチコミに部位ごとの悩みや肌の全体的
な悩みを書き込んでいれば，その情報を保持しておく．特定の
部位の悩みを書き込んでいた場合，クチコミを書いたユーザに
とっては，その特定の部位の中で一番気になる悩みだと判断し，
部位を指定せず単に乾燥しているといった肌全体に対する書き
込みが見られた場合には，その他の悩みであると判断する．こ
の情報に基づき，被験者と同様に，一番気になる悩みの項目を
1，その他の悩みの項目を 0.5にしたベクトルを生成する．

4. 2 クチコミに基づいたベクトル生成
4.1で示した，被験者には部位ごとに一番気になる悩み一つ，
その他の悩みを選択をしてもらうと同時に，被験者が現在使用
している，または使用したことのある化粧水 (以下，化粧水 A

とする．)のブランド名と品名と化粧水 Aに対するクチコミを
記述してもらう．このクチコミとランダムに取得した 30件のク
チコミの，合計 31個に対して，3.4節で述べた自動スコアリン
グ方式を適用し，それぞれのクチコミに対して評価項目別スコ
アを算出する．この評価項目別スコアを一つのベクトルとする．

4. 3 推薦アイテムの抽出
4.1節で生成したベクトルの後ろに，4.2節で生成したベクト
ルを付け加え，肌質をより捉えた特徴ベクトルを生成する．被
験者の特徴ベクトルと他 30個のベクトルに対してコサイン類
似度を適用し，それぞれ類似度を算出する．コサイン類似度は
以下の式で求めることができる．

cos(⃗a, b⃗) =
a⃗ · b⃗

|⃗a| · |⃗b|
(1)

類似度が上位および下位のユーザが化粧水 Aよりも良い評価を
付けた化粧水合計 10個の化粧水を被験者に提示 (図 7)し，被

験者には使いたい順に並び替えてもらう．この際，化粧水の全
体のクチコミ評価，商品説明，容量，価格等を同時に提示する．

図 7 推薦アイテムの抽出を被験者に提示

4. 4 実 験 結 果
評価指標にはランキングの評価指標の一つである nDCGを

用いた．nDCGは 0から 1の間をとり，1に近いほど正しいラ
ンキングの予測結果となる．時間の都合上現在の被験者数は 1

名のみであるが，nDCGは，0.720となった．表 2は，被験者
が実際にランキングしたものになります．今後実験は追加実施
予定ですが，1名のみでの結果で nDCGは 0.720であり十分高
いとは言えない．本来は 10個全ての化粧水を使用した上でラ
ンキングしてもらうべきであるが，実際に使用してもらうのは
現実的ではなく，本実験では商品名や商品説明等でランキング
を実施したことが原因である可能性が指摘できる．また，被験
者から商品説明をあまり見ず，ブランド名の信用性からランキ
ングをしたという声があり，被験者に対する各アイテムの提示
方法を見直す必要性があると考えており，今後の実験方法を検
討していく予定である．

表 2 実 験 結 果
被験者の順位 提案手法の順位

1 6

2 4

3 1

4 10

5 1

6 6

7 4

8 6

9 1

10 6

5 お わ り に
本稿では，ユーザに部位毎の肌特徴や肌悩みに関するアン

ケートに回答してもらうと共に，このユーザが過去に投稿した
クチコミを分析することで対象ユーザの肌特徴や肌悩みに関す
る特徴を抽出することで，部位ごとの肌特徴や肌悩みを考慮す
るコスメアイテムの利用における高度な類似度判定手法を提案
した．今後は，季節による肌質の変化等も考慮した肌特徴や肌
悩みを考慮したコスメアイテム推薦の実現へ向ける．
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